上腕骨近位端骨折に対する hook plate の生体力学的分析 by 森, 英隆
氏名
学位の楕類
学位記番号
学位授与年月日
学位授勺の要件
学位論文名
論文審査委員
森 英隆
博士(医学)
第3443号
平成10年3月21日
学位規則第4条第l項該当者
よ腕骨近位端骨折に対するhookplateの生体力学的分析
主査教授 II野慶樹 白IJ主査教授高木 宏
副主査教授闘藤吟史
論文内容の要旨
【目的】上腕骨近位端骨折に対するhookplate， T塑plate，multiple pinningの二種類の同定材料の固定
強度の比較検討を行った。
【方法】エポキシ樹脂製人工骨とS.AWBONE社製人工骨とホルマリン!判定屍体骨の三種類の骨を使用し，
太結節直下とさらに遠位で切断した二種類の2・partの骨折モデルを作成し. hook plate(MIZUHO)， 
T型plate(AO/ASIF) ， multiple pinning(MIZUHO)にて固定し，圧縮努断.号l張，捻り試験を行った。
さらに.1000回の繰り返し圧縮引張負荷を加えた前後での固定性の変位率を算出し比較検討した。
【結果】骨折部が大結節よりも遠位部にある骨折モデルでは.T型plateが一部の試験を除き最も固定性
が良好であったが，繰り返し負荷後では変位率が大きく同定性が最も低下した。しかし骨折部が大結節
直下の骨折モデルではhookplateが一部の試験を除き最も同定性が良好であり， しかも繰り返し負荷後
でも変位率が小さく固定性が最も良好であった。
【考察】骨折において固定される骨頭部が大きければT型plateなどのplate自体の固定強度が大きなもの
が良好と考えられる。しかし固定される骨頭部が小さければ固定材料向体も小さいものが有効となった。
この要因として.T型plateはplateとscrew問やscrewと骨間で遊びが存在L. しかも繰り返し試験を行
えば，そこに弛みを生じ大きく固定性を下げたと考えられる。しかし.hook plateではplate部とhook
部が一体化しているために初期固定性はT型plateに及ばないが，繰り返し試験では大きな弛みを生じず
固定牲を大きく低下させなかったと考えられる。
【結語】 fJook plate は骨折部が近位になればなるほど固定性が良好であり， しか{)plate自体が小さいた
めに外転時にインピンジメントをおこさず， しかも繰り返し負荷で固定性が大きく低下せず早期より運動
療法が行え，上腕骨近位端骨折に最適な固定法と考えられる。
論文審査の結果の要旨
木研究は， 上腕骨近位端骨折に対するhookplate. T型plate.multiple pinningの?ー種類の圃定材料
の固定強度の比較検討を行った。エボキシ樹脂製人工骨とSAWI30NE社製人工骨とホルマリン固定屍体
骨の三種類の骨を使用し，大結節直下とさらに遠位で切断した二種類の2-partの骨折モデルを作成し.
hook platc(MIZUlIO). T型platc(AO/ASW)， muliiple pinning(MIZUHO)にて同定し， Iー正縮，努断，
引張，捻り試験を行った。さらに.1000回の繰り返し圧縮引張負荷を加えた前後での固定性の変位率を算
出し比較検討した。結果は，骨折部が大結節よりも遠位部にある骨折モデルでは. T型plateが一部の試
験を除き最も同定性が良好であったが，繰り返し負荷後では変位率が大きく固定性が長も低下した。しか
し，骨折部が大結節直下の骨折モデルではhookplateが一部の試験を除き最も同定性が良好であり， し
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かも繰り返し負荷後でも変{立率が小さく固定性が最も良好であった。この考察として，骨折において固定
される近位部が大きければT型platcのplate自体の回定強度が関与すると考えられる。しかし，固定され
る近位端部が小さければ固定材料自体も小さいものが有効となった。この要因として， T型platcばplate
とscrew間やscrcwと骨間で遊びが存在し しかも繰り返し試験を行えば，そこに弛みを生じ，固定性を
下げていた。しかし， hook plateでは.初期固定性はT型platcに投ばないが， plate部とhook部が一体
化しているために，この間で動きが起こらず，繰り返し試験では弛みを生じ難く，固定性を大きく低下さ
せなかった。まとめとして， hook pJateは骨折部が近位になればなるほど固定性が良好であり， plate自
体が小さいために外転時にインピンジメントをおこさず， しかも繰り返し負荷で固定性が大きく低下せず
単期より運動療法が行え，上腕骨近位端骨折に最適な固定怯と考えられた。
以上の研究は整形外科学の骨折治療の分野において寄与するところが大であると考えられるc
よって本研究者は博士〈医学)の学位を授与されるに値すると認められる。
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